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１．ぐんま“まちづくり”ビジョン
                     吉岡町アクションプログラムについて

アクションプログラムの位置づけ

　群馬県が平成２４年９月に策定した「ぐんま“まちづくり”ビジョン」により、これからの
県内におけるまちづくりの取組方針が明らかにされました。

　吉岡町では、この「ぐんま“まちづくり”ビジョン」を受けて、上位計画である吉岡町総
合計画や実施計画、吉岡町都市計画マスタープラン等との整合性を図りながら、人
口減少・超高齢社会への対応といった都市を取り巻く環境の変化を踏まえ、具体的
なまちづくりの取組を着実に進めるための実現化計画として本アクションプログラム
を策定しました。

吉 岡 町 の 都 市 計 画 に 関 す る
基 本 的 な 方 針 （ 法 定 計 画 ）
「 吉 岡 町 都 市 計 画
マ ス タ ー プ ラ ン 」

ぐ ん ま “ ま ち づ く り ” ビ ジ ョ ン

都 市 計 画 区 域 の 整 備 、 開 発
及 び 保 全 の 方 針 （ 法 定 計 画 ）
「 群 馬 県 都 市 計 画 区 域
マ ス タ ー プ ラ ン 」

吉 岡 町 ア ク シ ョ ン プ ロ グ ラ ム

吉岡町 群馬県

吉 岡 町 総 合 計 画
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実 施 計 画

群 馬 県 県 土 整 備 プ ラ ン



２．アクションプログラムの策定プロセス
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①

②

③

※ ① ③

※



　

３．まちづくりの現状と課題
３－１．人口増加率の状況
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　本町の人口は、昭和55 年（1980 年）の11,501 人から平成27 年（2015 年）には20,673 人と、
35 年間で約1.80 倍に増加しています。
　次に、年齢３区分別人口の推移をみると、年少人口（０～14 歳）は、昭和55 年（1980 年）に
は2,634 人でしたが、平成27 年（2015 年）には3,463 人と約1.31 倍に増加しています。一方、
老年人口（65 歳以上）は、昭和55 年（1980 年）には1,139 人でしたが、平成27 年（2015 年）
には4,285 人と、約3.76 倍に増加しています。
さらに、年齢３区分別人口比率の推移をみると、年少人口比率は昭和55 年（1980 年）には
22.9％でしたが、平成27 年（2015 年）には16.8％に減少しています。（生産年齢人口比率も
減少傾向が続いている。）　老年人口比率は、昭和55 年（1980 年）には9.9％でしたが、平成
７年（1995 年）には14.7％となり、平成27 年（2015 年）には20.7％と、超高齢社会に近づいて
います。

３－２．人口の推移

　

　　平成17 年（2005 年）から平成22 年（2010 年）の５年間の人口増加率について、県内市町
村との比較をすると、吉岡町以外で増加しているのは、伊勢崎市、高崎市、太田市、榛東村
ですが、いずれも２％前後の増加率であるのに対し、本町は9.64％と高い増加率となってい
ます。

※



３．まちづくりの現状と課題
３－３．地区別人口の増減
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資料：「国勢調査」（平成１７年度、総務省）より作成

資料：「国勢調査」（平成２２年度、総務省）より作成

【平成１２年から平成１７年の国勢調査区別の人口増減】

【平成１７年から平成２２年の国勢調査区別の人口増減】

吉岡町

渋川市

榛東村

前橋市

　

　 平成12年（2000年）から平成17年（2005年）の５年間では、本町では、一部の地区を除いて

ほぼ全域で人口が増加し、特に、用途地域内の一部とその周辺の増加率が高い状況でした。
　 また、平成17年（2005 年）から平成22 年（2010 年）の５年間でも、ほぼ全域で人口が増加し
ました。
　　

渋川市

吉岡町

榛東村

前橋市

用途地域

用途地域

※【補足】
「用途地域」は、住居
、商業、工業など市
街地の大枠としての
土地利用を定めるも
のです。



３．まちづくりの現状と課題

３－４．地区別の年齢階層別人口比率の状況
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　 地区別に人口構成をみると、上野原と陣場では少子高齢化がみられ、年少人口比率が10％

前後、また、老年人口比率が30％を超えています。一方、溝祭・駒寄では年少人口比率が
22.4％、老年人口比率が15.3％と、老年人口比率よりも年少人口比率のほうが高く、地域の違
いがみられます。　　

３－５．高齢化の状況

　

　 本町では、全域で高齢化が進んでいますが、平

成17年では18.0%、平成２２年では19.6%で、県平均
（H17：20.6%、H22：23.6%)より低い状況となっていま
す。

資料：「国勢調査」（平成17年度、総務省）より作成

【平成１７年の国勢調査区別高齢化率】

【平成２２年の国勢調査区別高齢化率】

資料：「国勢調査」（平成２２年度、総務省）より作成

渋川市

吉岡町

榛東村

前橋市

吉岡町

渋川市

榛東村

前橋市

(18.0%)

(19.6%)



３．まちづくりの現状と課題

３－６．空き家の状況
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　空き家数、空き家率は増加を続けています。平成２０年(2008年)は空き家数730戸、空き家率10
．3％でしたが、平成２５年(2013年)には、空き家数800戸、空き家率１0.0％となっていて、現在で
も町内の空き家数は増加傾向となっており、まちの魅力がなくなるだけでなく、地域コミュニティや
、防災上の面などで問題視されています。

県・町

住宅総数 空き家数 空き家率

群馬県 855,800 902,900 123,100 150,100 14.4% 16.6%

吉岡町 7,120 7,970 730 800 10.3% 10,0%

H20 H25 H20 H25 H20 H25

【平成２８年　空家等実態調査結果】

※概要調査として、概ね３年間の水道未利用地を抽出しました。その結果、空家等候補地は６
９５戸となっています。
　下図のとおり、空家等は比較的幹線道路（旧街道等）の沿線（赤囲み）に多いことが分かって
います。



３．まちづくりの現状と課題
３－７．土地利用変化の状況
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【土地利用の変化（平成１０年）】

　

　 住宅用地においては、町全体で一貫して増

加傾向にあります。
　商業業務用地においては、前橋伊香保線
（吉岡バイパス）周辺地域への郊外型大規模
商業施設等の出店が進み、町内で最も拠点
性が高い地域となっています。一方、従来より　　
　　本町の商業の中心であった小倉陣場線沿
道（旧高崎渋川線）の用途地域周辺は、商店
が減少しています。　
　町全体で農地は減少傾向にあり、特に住宅
用地や商業業務用地の開発が進んだ前橋伊
香保線（吉岡バイパス）周辺地域で著しく減少
しています。また、耕作放棄地は増加傾向に
あります。

【土地利用の変化（平成２４）年】

　　 本町の、平成１０年と平成２４年の土地利用は下図のように変化しています。

前
橋
伊
香
保
線(

吉
岡
バ
イ
パ
ス
）

前
橋
伊
香
保
線(

吉
岡
バ
イ
パ
ス
）

小倉陣場線沿道

小倉陣場線沿道

【都市計画基礎調査結果より作成】

【都市計画基礎調査結果より作成】

用途地域

用途地域



３．まちづくりの現状と課題
３－８．人口分布・密度の状況
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【平成１０年】

【平成２４年】

　

　 人口の増加に伴って人口密度も大きく

変化しています。平成10 年と平成24 年
の人口密度を比較すると、おおむね町の
全域で人口密度が上昇していますが、特
に用途地域内やその東側に隣接する地
域などの上昇率が高い傾向にあります。　

　　 本町の平成２０年と平成２４年の人口密度は下図のように変化しています。

【都市計画基礎調査結果より作成】

【都市計画基礎調査結果より作成】



３．まちづくりの現状と課題
３－９．道路・交通網の現状
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全体整備率
47.4%

　 道路については、国道17 号前橋渋川バイパス、高崎渋川線バイパス、前橋伊香保線（吉岡バ
イパス）、南新井前橋線バイパスの４路線により骨格が形成されています。また、平成32 年度に
は、駒寄スマートＩＣの大型車対応化の完成が予定されており、広域的な道路ネットワークの強化
が期待されます。
　 一方、集落内には狭あいな生活道路が多く、歩道整備が十分ではない箇所もあります。
  吉岡町内における都市計画道路は11 路線、22,210ｍが計画決定されており、平成28 年度時点
での整備率は、47.4%で、特に、用途地域周辺の整備が遅れている状況です。

用途地域

↑関越自動車道の西側の状況
卬
関
越
自
動
車
道
の

　

東
側
の
状
況



３．まちづくりの現状と課題

３－１０．年代別の利用交通手段と自動車依存型ライフスタイルの状況
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　 10 歳代では、「自転車」が最も多く28.9％、次いで「鉄道」の24.6％となっていますが、20 歳代か

ら70 歳代においては「自動車（運転）」が約70％～90％を占めています。また年代が高くなるほど
自動車（同乗）」の比率が高くなり80 歳代以上では41.3％を占めています。
「路線バス」の利用者は、全体で0.6％と非常に低い値となっています。
　　

表１０　年代別の利用交通手段



３．まちづくりの現状と課題

３－１１．公共交通空白地域の状況
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　　公共交通の空白地域が、町内全
 域に渡って存在しています。これら
 の地域では公共交通の利便性が低
 い状況となっています。　　

※【補足】上記の利用圏
域は「国が規定している
徒歩圏」となっています。

※現在、運行なし



３－１２．人口の流出・流入（通勤・通学）の状況
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３．まちづくりの現状と課題

　

　　平成22 年の国勢調査による通勤・通学による流出率は71.6％、流入率は50.7％です。
  この割合はいずれも高まる傾向にあり、通勤・通学に関わる町域を越えた移動が活発化
  していることを示しています。
    市町村別の流入・流出人口を見ると、本町に隣接する４市村が大部分を占めています。　　



　

４．今後生じる望ましくない状況

４－１．人口の推計
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　本町の人口は、吉岡村が誕生した昭和30 年（1955 年）当時は約10,000 人でしたが、昭和40 年

（1965 年）頃から増加が続き、平成３年（1991 年）の町制施行時には約14,000 人となりました。近
年では、上毛大橋、吉岡バイパス及び国道17 号前橋渋川バイパスの開通や駒寄スマートICの供
用開始などの交通基盤の整備に伴い、大型商業施設の相次ぐ出店や住宅地の開発などが行わ
れ、平成27 年（2015 年）10 月現在、約20,700 人となっています。
  国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」）が発表している『日本の地域別将来推計人口』
によると、町の総人口は平成57 年（2045 年）から62 年（2050 年）頃まで増加し、平成62 年（2050 
年）以降は減少に転じると見込まれています。
 



４．今後生じる望ましくない状況
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　平成３２年(2020年）に、年少人口が減少に、平成４７年(2035年)に生産年齢人口が減少に転じ

ると見込まれ、また、平成５２年(2040年)には、老年人口比率が概ね３割となり、３人に一人が高
齢者となり、高齢化社会の到来が見込れています。



　

４．今後生じる望ましくない状況
４－２．公共交通利用頻度の状況

16

　本町の全ての世帯を対象に行ったアンケート調査結果（回収率32.6%：　配布数6,858/回収数

2,239）によると、１ヶ月のうちで「鉄道」を利用した人は32.6％、「バス」を利用した人は6.9％と、か
なり低い結果となっています。また、それぞれの利用頻度をみると、「鉄道」は「5 回未満」が65.0％、
「バス」は「5 回未満」が72.8％と、利用したとしても頻度はかなり低いことから、公共交通利用の習
慣性はあまり高くないと言えます。
　公共交通を利用する習慣を持ってもらえるような公共交通サービスの検討が必要となっていま
す。
　

　　　　
　※「あなたやあなたの家族の中で最近一か月の間に群馬総社駅・八木原駅を利用した方はいますか」の　
　　　質問の回答であり、全体の67.4％は「いない」と回答しており、鉄道の利用は32.6％となった。

※同居家族内に「最近一カ月の間にバスを利用した方はいますか」の質問の回答であり、全体の
93.1.％は「いない」と回答しており、バスの利用は6.9％となった。

　以上のような低い公共交通
の利用頻度がこのまま続くと
公共交通の維持が困難にな
ります。



４．今後生じる望ましくない状況

４－３．社会保障関係費の増加

　本町の平成27 年度の普通会計の歳出は約68 億円です。その内訳は、扶助費が約16 億円
で最も多く約2 割を占めており、次いで物件費が約11億円、投資的経費が約10 億円です。
　歳出の推移をみると、義務的経費のうち人件費は横ばいで推移しているものの、扶助費は
人口増加に伴い年々増加傾向にあります。
※扶助費：被扶助者に対して支給される福祉施策の根幹を成す経費のこと

17



４．今後生じる望ましくない状況

４－４．社会資本整備費及び維持管理費の増加

　現在本町が保有する公共施設とインフラの更新等費用を加えた公共施設等の今後40 年間の
更新等費用の総額は約703 億円で、平均で年間約17 億円となります。
過去5 年間（平成23 年度～平成27 年度）の公共施設等にかけてきた投資的経費は、年平均約
5億円ですので、現状の3.4(17/5) 倍の費用がかかる試算となります。
更新等費用を年度別でみても、すべての年度で既存更新等の分を含めたこれまでの支出平均
額を超過し、すべての公共施設等を維持・更新するには、これまで以上に経費をかけていくこと
が必要となります。
　さらに、本町では、高齢者割合の上昇に伴って町税収入が減少する一方で、扶助費等の歳出
は増加することが見込まれます。そのような中、これまでの投資の3.4 倍もの支出を続けること
は、財政上困難といえます。

18

既存更新・維持分　



４．今後生じる望ましくない状況

４－５．低人口密度エリアの将来（平成５２年）予想

19

【平成２２年】

【平成５２年】

　 
　用途地域（居住）内の役場周辺の人口
密度は、現在（平成２２年）で、１～10人/ha
と低い状況であり、また、将来（平成５２年）
もその状況がほぼ変わらないことが予想さ
れます。
  

　

　 将来（平成５２年）、町の西側地域
で、人口密度が１～20人/haと比較
的低いエリアが多くなることが予想さ
れます。

　

　 現在（平成２２年）、町の西側地域
で、人口密度が１～10人/haと低いエ
リアが多い状況となっています。
　

【国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所が発表している『日本の地域別将来推計人口』により作成】

（
旧

）

（
旧

）



４－６．検証カルテ

４．今後生じる望ましくない状況

　 
　 今後のまちづくりを推進するため、ぐんま“まちづくり”ビジョンによる検証カルテで、吉
岡町に将来生じる課題を検証します。 ①現在の状況（市街化区域（用途区域）可住地人
口密度など）と②将来の状況（人口増減傾向や公共交通徒歩圏人口など）に関する指標
を用いて、「市民のくらし」と「行政運営」で生じる課題の中で対策が必要になる課題を抽
出します。
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◆検証で使用する指標は、次表のとおり１０項目を選定し、指標の値は、
　　まちづくりに当面支障がない値（○）と課題悪化に影響する値（▲）に分類します。 
◆ 各将来課題に影響を与える指標を次のとおり選定します（●）（以下の表）。  
◆ （例）将来課題「生活が不便になる」は、①・④・⑦・⑧・⑨・⑩の指標が影響します。 



４－７．検証カルテ　検証結果

４．今後生じる望ましくない状況

　 ぐんま“まちづくり”ビジョンでの各指標を用いて、「県民のくらし」と「行政運営」で生じる課
題の中で対策が必要になる課題を抽出した結果（２指標以上該当）を以下に示します。

課題

①市街化区域
可住地人口密
度
（人／ha）
（H27年度末）

②売場効率
（万円／坪）
（Ｈ２６年）

③製造品出
荷額
（万円／従業者）
（Ｈ26年）

④人口増減
傾向
（H37年）
H22年人口を
１００とした場合
の指数

⑤生産年齢人
口減少率
（H22→H37)

⑥高齢化率
（Ｈ３７年）

⑦旧市街地
人口増減
（H22→H37）

⑧新市街地
公共交通徒歩
圏外人口増減
(Ｈ22→H37)

⑨農村地域
公共交通徒歩
圏外人口増減
（H22→H37)

⑩農村地域
公共交通徒歩
圏人口増減
（H22→H37)

課 題 の
検 証 結 果

▽ : 要 対 策
○ ： 経 過 観 察

○
当面支障がない基

準

○：４０人／ha
以上

○：県平均
261万以上

○：県平均
3903万以上

○：指数100
以上

○：減少率
10%未満

○：高齢化率
30％未満

○：増加 ○：減少 ○：減少 ○：増加

▲
課題悪化に影響す
る 基 準

▲：４０人／ha
未満

▲：県平均
261万未満

▲：県平均
3903万未満

▲：指数100
未満

▲：減少率
10%以上

▲：高齢化率
30％以上

▲：変化なし、
減少

▲：変化なし、
増加

▲：変化なし、
増加

▲：変化なし、
減少

検証結果 ▲32.0 ○281
 

▲1215 ○111.3 ○-4.8% ○25.1% － － ▲増加 ○増加

県
民
の
く
ら
し

▲ ○ ▲ ○ ▽

行政コス
トが増え
る

▲ ▲ ○ ▽

税収が減
る（交流
人口が減
る）

▲ ○ ○ ○ ○ ○

税収が減
る（流入
人口が減
る）

▲ ○ ○ ▲ ○ ▽

税収が減
る（定住
人口が減
る）

▲ ▲ ○ ▽

▲ ○ ▲ ○ ○ ○ ▽

行
政
運
営

▲ ○ ▲ ○ ▽

▲ ○ ○ ○

▲ ○ ▲ ○ ○ ▽

○ ▲ ○ ○ ○ ○

生活が不
便になる

家計の支
出が増え
る

地域内の
自助・共
助が維持
できなく
なる

生活環境
が悪化す
る

住民の安
全・安心
なくらし
が脅かさ
れる

雇用が減
る
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４－８．検証カルテ結果の整理
　                  
    ぐんま“まちづくり”ビジョンでの各指標を用いて、「県民のくらし」と「行政運営」で生じる課
題の中で対策が必要になる課題を抽出した結果（２指標以上該当）、「県民のくらしにおける
問題」として５つ、「行政運営における問題」として２つ抽出し、それぞれの今後想定される問
題シナリオを、ぐんま”まちづくり”ビジョンを参考に、以下のとおり整理しました。

４．吉岡町のまちの検証カルテ

県民のくらしにおける問題

（１）生活が不便になる

（２）家計の支出が増える

（３）生活環境が悪化する

（４）住民の安全・安心なくらしが脅かされる

（５）雇用が減る

行政運営における問題

（１）行政コストが増える

４．今後生じる望ましくない状況
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（２）税収が減る（流入人口が減る）

①拡散した都市構造の影響で、移動時間が増加します。
②低密度に拡散した都市構造の影響で、公共交通が維
　持できず、買い物弱者などの交通弱者が増加します。

①拡散した都市構造の影響で、移動コストが増加し、家
　計を圧迫します。

①生産年齢人口の減少による労働力や消費の減少によ
　り、商店などが撤退し、空き家・ 空き店舗・空き地が増

加します。
②市街地では、空き店舗が増え、治安や景観が悪化
　する一方、郊外では開発による自然環境や景観の悪化
　が心配されます。
③人口減少、高齢化により、コミュニティが衰退することで、

伝統文化等の維持が困難になることが心配されます。

①自動車のガソリン消費をはじめ、温室効果ガスを排出
　するエネルギー消費は減らず、地球温暖化による気候
　変動リスクを招き、豪雨災害等が増えます。

①生産年齢人口の減少による消費の減少により、企業や
　商業施設が撤退し、雇用が減少します。
②移動コストが増加し、家計を圧迫することにより、余暇
　活動等の縮小、第三次産業の衰退、雇用の縮小が起こ
　ります。

①拡散した都市構造の影響で、広範囲にわたる道路・上
　下水道等の社会資本の維持管理費が増加します。
②治安や景観が悪化したり、良好な自然環境が減少し、
　生活環境を維持するためのコストが増えます。
③コミュニティの力が低下し、地域を維持するための行政
　コストが増えます。
④気候変動リスクが増え、防災対策費用が増加します。
⑤高齢者の自動車運転による交通事故を防止するため
　の対策費用や交通弱者対策費用が増加します。
⑥中心地の拠点性など魅力が低下すると、居住人口
　が減少するため、空洞化対策費用が増加します。

①生活環境の悪化で、魅力がなくなり、流入人口が減少
し、税収が減少します。

②公共交通が衰退し、生活が不便な魅力のない地域とな
　り、流入人口が減少し、税収が減少します。
③総人口の減少が、公共公益施設（病院・学校・図書館
　等）の利用者減少を招き、施設の統廃合が進んで、生活
　が不便になる地域がでます。生活が不便な地域では、
　流入人口が減少し、税収が減少します。
④企業や商業の撤退により、空きビル・工場跡地・空き店
　舗が増え、生活環境が悪化し、流入人口が減少し、税収
　が減少します。



４－９．問題点系統図からみる今後生じる問題シナリオ
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無秩序な開発、
用途混在が進む

車依存社会
が進む

空き家、空き地
（遊休農地等）が
増える

税収が減る

公共交通が
衰退する

交流人口（観光
客等）が減少する

まちのまとまり
が維持できなく
なる

自然環境、景
観が悪くなる

雇用が減る

行政コストが
増える

社会福祉関係費、
社会資本の更新
費等が増えるこれまでの行政

サービスの質が
低下する 住民ニーズが多

様化する

働き手（生産年
齢人口）が流出
する

車の交通量が
増える

渋滞、環境汚染
交通危険個所が
増える

安全・安心な地域
が脅かされる

町の個性、魅力
がなくなる

都市景観、治
安が悪くなる

４．今後生じる望ましくない状況

新たな行政サー
ビスが行えなくな
る

買い物・交通
弱者が増える

世代間交流の
機会が少ない

地域住民間交
流の機会が少
ない子供のこころ発達やノー

マライゼーション(※)の
教育機会が不足する

社会的弱者へ
の支援環境が
悪化する町民の心の豊

かさが乏しくな
る

伝統文化の担
い手がいなくな
る

超高齢化が
進む

免許の返納
者が増える

伝統文化が途
絶える

　問題点を「原因」と「結果」の関係で系統図として整理しました。

高齢者の孤立
化、不健康、
心の貧困が進む

社会教育、
市民活動の
場が少なくな
る

子育て・生活環
境が悪化する

『原　因』『結　果』

　本町におけ
る現状・課題、
検証カルテ、
ワークショップ
での議論を通
じ、問題点系
統図として整
理しました。

※ノーマライゼーション：
障害をもつ者と持たない者
とが平等に生活する社会を
実現させる考え方

※【補足】
これらを重要課
題とします。



５．「まちの将来像」の実現に向けたシナリオの転換
　ぐんま“まちづくり”ビジョンに沿って今後望ましくない状況から望ましい状況への転換を図り、
以下のとおり『まちの将来像（「まとまり」をつくり、全ての世代が暮らしやすいまちへ）』の実現を
目指します。

子育て・生活環境が悪化
する
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これまでの行政サービスの質
が低下する

まちのまとまとりが維持できなくなる

町の個性、魅力がなくなる

安全・安心な地域が脅かさ
れる

働き手（生産年齢人口）が
流出する

機 能 系 統 図 （ 今 後 必 要 と な る 機 能 ・ シ ナ リ オ ）

町民の心の豊かさが乏しく
なる

高齢者の孤立化、不健康、
心の貧困が進む

あらたな行政サービスが行え
なくなる

伝統文化が途絶える

問
題
点
系
統
図
（

問
題
シ
ナ
リ
オ
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土地利用を計画
的に行う

空き家、空き地
（遊休農地等）を
減らす

税収を増
やす

バス等の公
共交通を守る

交流人口（観光
客等）を増やす

まちのまとま
りを強化する

自然環境、
景観を維持する

雇用を増やす

行政コスト
を抑える

社会福祉関係費、
社会資本の更新
費等を減らす

効率的な行政
サービスを行う

働き手
（生産年齢
人口）の流
出を防ぐ

生活道路へ
の車の流入
を減らす

渋滞、環境
汚染、交通
危険個所を
減らす

町の個性、魅力を
向上させる

景観、治安を維
持する

行政サービス
の向上を行う

買い物・交通
弱者を減ら
す

社会教育、
市民活動の
場を多くする

世代間交流
の機会を増
やす

地域住民間
交流の機会
を増やす

こどものこころ発達やノー
マライゼーション教育の機
会を増やす

社会的弱者
への支援環
境を良くする

町民の心を
豊かにする

伝統文化の担い手
をつくる

歩いて暮らせ
る環境をつく
る

６．まちづくりで今後必要となる機能

交通容量に
応じた道路
整備を行う地域の安全・安

心を強化する

これまでの行
政サービスの
質を維持する

子育て・生活環
境を良くする

多様な公共交
通の利用環境
を整える

バス等の公共
交通利用者を
増やす

伝統文化を伝
承する

高齢者の心、体
を健康にする

『目的・効果』 『手　段』

　今後必要となる機能を、「目
的・効果」と「手段」の関係で機
能系統図として整理しました。

※【補足】
これらを重要機
能とします。



基本方針２　空き地・既存施設の利活用や優遇措置の導入による街なかへの転居の促進や集客施設
の誘致

（３） 空き地や空き家を有効活用する

基本方針３　地域の誇れる個性・景観・くらしを支える機能を整えた魅力的な「まちのまとまり」つくり

（６） 地域力を高める

（１） 地域資源を保全・活用する

（８） 歴史・文化の保全・活用

▶　既存施設を有効利用して、「まちのまとまり」への転居や集客施設の整備を進めます。

▶　地域資源を活かした吉岡らしい景観づくりを推進するとともに、誰もが暮らしやすい都市環境を整備
することにより、魅力向上を図ります。

基本方針１　人口減少を前提とした土地利用計画にあわせた公共交通や都市施設の構築

▶　「まちのまとまり」を減らさないよう適切に土地利用と公共交通の連携を進めていきます。

（１） 公共交通と連携した土地利用計画を行う （２） 都市機能の拡散を抑える

（３）自動車利用を減らし、公共交通の利用者を増やす

（２）良質な住宅を入手しやすくする

（５）介護・医療を充実させる

７．基本方針と取組内容

　『まちの将来像：「まとまり」をつくり、全ての世代が暮らしやすいまちへ』を実現するための基
本方針と取組内容を「ぐんま“まちづくり”ビジョン」の基本方針で示された施策の中から以下の
ものを選択します。
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（４）子育て・教育環境を充実させる

（７）地域内の自助・共助を維持する（地域コミュティの維持）

（３）雇用の場を増やす

（２）集客交流情報を発信する

（４）交通結節機能を強化する

（１）拠点（駅など）へ都市機能を集積させ、にぎわいを増す

基本方針４　都市間移動も都市内移動も高い利便性の確保

（１）移動手段の選択肢を増やす （２）高速道路網へのアクセス性を高める

（３）交通結節機能を強化する

▶　町民及び観光客の移動の負担の軽減と利便性の向上を進めます。



７．基本方針と取組内容
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基本方針５　災害時でも安全・安心な都市の防災機能の強化

（１）安全・安心な地域を維持する

基本方針６　ぐんまの強みを活かした産業の誘致や新エネルギーによる産業創出環境づくり

（１）企業や産業の誘致を図る （２）地域の強み・魅力を活かす

▶防災、防犯、インフラの維持など地域の安全・安心なくらしの基盤を整えます。

▶町の強みを最大限活かし、企業誘致の受け皿づくりを進めます。

基本方針７　　　　家計にも環境にも優しい付加価値の高い効率的なまちづくり

▶町民の家計だけでなく、環境にも優しい生活の基盤を整えます。

（１）民間活力を活用する （２）大気汚染や温室効果ガスを減らす

（２）避難を容易にする
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基本方針１　人口減少を前提とした土地利用計画にあわせた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公共交通や都市施設の再構築

８．基本方針と具体的な取組

（１）公共交通と連携した土地利用計画を行う

　◎◆立地適正化計画策定・実施

※凡例　　◎継続・事業中の取組◆今後必要な取組

（２）都市機能の拡散を抑える

　将来の人口減少社会を見据えたコンパク
トなまちづくりの実現のため、立地適正化計
画を策定します。　
　行政・文化の拠点を居住誘導区域として
設定し、居住誘導・都市機能誘導の促進を
図るとともに、無秩序な開発を抑制し、公共
交通と連携して「まちのまとまり」づくりを緩
やかに進めていきます。

都市計画マスタープ
ランにおける２核４軸
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基本方針１　人口減少を前提とした土地利用計画にあわせた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                                                公共交通や都市施設の再構築

８．基本方針と具体的な取組

（３）自動車利用を減らし、公共交通の
     利用者を増やす

（４）交通結節機能を強化する　　　

◆コミュニティバス、デマンドバスの導入

◆交通ターミナルの整備

内容・関連事業
　　　町が運行主体となり、公共交通空白地域、不便地域　
　 をできる限り解消し、温泉施設や、医療施設、商業施設
   八木原駅、群馬総社駅等を巡回するコミュニティバス、デ
     マンドバス等を運行し、町民のスムーズな町内移動
   を支援する施策を検討します。

　役場周辺に公共交通の結節
点として交通ターミナルの検討
をします。全てのバス路線が
ここを経由し、乗り換えや待ち
合いの拠点とします。

◆バス停環境の整備

   屋根付き停留所・バスベイ（バス専
用停留スペース）があることにより、バ
ス利用者の安全性、快適性が確保さ
れます。

    バス停付近に駐輪場を設置し、バス停まで自転車で来て、そこ
に自転車を止め、バスに乗る仕組みを作ることにより、バス利用者
の増加が期待できます。

内容・関連事業

内容・関連事業

内容・関連事業

※凡例　　◎継続・事業中の取組◆今後必要な取組

《イメージ》

《イメージ》

《交通ターミナルのイメージ》

《バス停留所・サイクル＆ラ
イド駐輪場のイメージ》

◎福祉タクシーの充実（公共交通弱者対策）

　本町に1年以上住所を有し、在宅で生活するタクシー以外の交通
機関の利用が困難な方を対象として、タクシー基本料金分の利用
券48枚(月4枚)を世帯単位で交付します。

◆サイクル＆ライド駐輪場の整備

内容・関連事業
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基本方針１　人口減少を前提とした土地利用計画にあわせた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                                                公共交通や都市施設の再構築

８．基本方針と具体的な取組

◆地域公共交通網形成計画の策定

　　「地域公共交通活性化及び再生に関する法律の一部改正に関する法律」（平成26 年法律第
41 号）が平成26 年5 月21 日に公布されました。今後この法律を活用し、次に示すような手順で
「地域公共交通網形成計画」を策定を検討します。
　同計画策定にあたっては、「法定協議会」を設置し、「吉岡町公共交通マスタープラン」をベース
に、「吉岡町地域公共交通網形成計画」を了承する手順となります。

◆JR上越線新駅設置に向けた検討

    内容・関連事業
        
　　　　都市計画マスタープラン（平成２８年３月）
　　　で、まちづくりの核の一つとした「新駅」につ
　　　いて公共交通利用者の増加、多様な公共
　　　交通利用機会の向上、広域利用可能圏な
　　　どの観点から、関係機関等と検討していきま
　　　す。

※凡例　　◎継続・事業中の取組◆今後必要な取組

《イメージ》

内容・関連事業

・都市機能の増進に必
要な施設の立地適正
化に関する施策との連
携、その他持続可能な
地域公共交通網の形
成に際し、配慮すべき
事項

・「地域公共交通網形成
計画」の達成状況の評
価に関する事項

・事業の実施主体

　　　　　　　　吉岡町公共交通マスタープラン
　　　　　　　　　　　　（平成２７年３月）

　　　　　　　　「マスタープラン」の再構築　　　　　　　　　　　

　          「吉岡町地域公共交通網形成計画」の策定　　　　　　　　　　　



基本方針２　空き地・既存施設の利活用や優遇措置の導入による街なかへ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の転居の促進や集客施設の誘致

８．基本方針と具体的な取組

（３）空き地や空き家を有効活用する

空き家バンクをつくる

空き家を使った小児夜間診療所をつくる

◎◆吉岡町空家等対策計画の策定・実施

【空き家の活用事例】

　　 吉岡町では、平成２８年度から空家等の状況把握のための調査を行い、平成２９年度に空家等  
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対策計画の策定を進めています。空き家の　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 有効活用について、以下の事例等 を参考
                                                                                  に検討しています。

（２）良質な住宅を入手しやすくする

（１）拠点（駅など）へ都市機能を集積させ、にぎわいを増す

◎◆活気あるタウンセンターづくり

　　　　町役場周辺の拠点化に向け、公共施設の施設集積を図り、行政サービス、町民の生活・
　　 文化・交流、公共交通の拠点となる活気あるタウンセンターづくり（以下の複数の関連事業の
　　 総称）を推進します。　

◆居住誘導区域に住居を新築する場合の優遇措置

　　　　立地適正化計画における居住誘導区域に住宅を新築する場合において、一時金等の優遇措置
　　を検討します。

◎県道前橋伊香保線　歩道整備

◆県道前橋伊香保線　大久保宿～野田宿間の歴史シンボルロ―ドの検討（町が主体）

  ◆立地適正化計画における居住誘導区域・都市機能誘導区域において、開発整備促進区等の地
     区計画を検討し、民間開発を誘導を促進します。

※凡例　　◎継続・事業中の取組◆今後必要な取組31

◎花と緑のぐんまづくり2018in吉岡に向けた役場周辺リニューアル事業（駐車場拡張、文化センタ
　　ー通路改修等）と、当該イベントを契機とした住民参加型ソフト事業の継続開催

内容・関連事業

内容・関連事業

内容・関連事業
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８．基本方針と具体的な取組
基本方針３　地域の誇れる個性・景観・くらしを支える機能を整えた魅力的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「まちのまとまり」つくり

（１）地域資源を保全・活用する

◎船尾滝周辺環境の保全と活用の推進　

内容・関連事業

　　船尾滝周辺を中心とした天然林の保全を図るとともに、町民の憩
いの場や自然体験の場としての活用を図ります。人工林については
、適正な維持・管理を促進し、水資源の確保や土砂災害などの防止
を図ります。

◎ふれあい公園（文化センター東）周辺環境利活用の推進　

内容・関連事業

◎午王頭川・里山環境を活かした親水公園整備　

内容・関連事業

公園、親水公園（遊具の有る）をつくる屋内で遊べる場所を増やす

子育てボランティアなどの体制を整える

◎林道災害復旧工事

管理手法に工夫が必要

◎道の駅「よしおか温泉」周辺地域の有効活用の推進　

内容・関連事業

   花と緑のぐんまづくり２０１８in吉岡のメイン会場となる、ふれあい公園（文化センター東）、吉
岡川多自然護岸景観等の活用により、賑わいを創造します。

   花と緑のぐんまづくり２０１８in吉岡のサテライト会場となる、道の駅よしおか温泉や、利根川サ
イクリングロード・多自然環境等の活用により、賑わい推進を図ります。

※凡例　　◎継続・事業中の取組◆今後必要な取組

   平成２８年度に午王頭川親水公園基本構想策定委員会を実施、委員の皆様からの様々な意
見をまとめ、基本構想を策定しました。地元地域の皆様との合意形成や、河川管理者である県と
連携しながら、事業の推進を図ります。

《検討ポイント》
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８．基本方針と具体的な取組
基本方針３　地域の誇れる個性・景観・くらしを支える機能を整えた魅力的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「まちのまとまり」つくり

　 本町の魅力ある様々な資源を発掘し
町の良さを再発見することで郷土愛の
醸成を図りつつ、認知度及びイメージ
の向上を目指すとともに、受賞作品を
町が情報発信する各種媒体で活用す
ることを目的とした吉岡町「まち自慢」
フォトコンテストを実施しています。

◎「地域資源」の掘り起こし

◎「渋川～伊香保～吉岡観光トライアングル」の形成

　 本町のシンボルとして、船尾滝、
南下古墳群や三津屋古墳、吉岡自
然エネルギーパーク、おっきりこみ
などをアピールし、町の自然・文化
、人の魅力を高めるとともに、伊香
保などと連携し、キラリと光る観光
のまちを目指します。

内容・関連事業

内容・関連事業

※凡例　　◎継続・事業中の取組◆今後必要な取組

《イメージ》
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８．基本方針と具体的な取組
基本方針３　地域の誇れる個性・景観・くらしを支える機能を整えた魅力的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「まちのまとまり」つくり

（２）集客交流情報を発信する

◎道の駅「よしおか温泉」等情報発信強化事業

◎道の駅のデジタルサイネージ（※）の活用

内容・関連事業

※凡例　　◎継続・事業中の取組◆今後必要な取組

（３）雇用の場を増やす

◎駒寄スマートIC周辺の複合業務拠点化の推進

◎駒寄スマートIC周辺への商業誘致、産業団地の検討

　　高齢化社会の進展に伴い、高齢者の社会参加、勤労意欲向上に対応する必要があるため
　シルバー人材センター活用推進を図ります。

内容・関連事業

◎シルバー人材センター活用の推進

内容・関連事業

商業エリア

工業エリア

駒寄スマートIC

※商業施設や駅、店頭、公共空間などで、ネットワークに接続
したディスプレイで映像や情報を表示するシステムをデジタル
サイネージ（Digital Signage、電子看板）といいます。
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（４）子育て・教育環境を充実させる

８．基本方針と具体的な取組
基本方針３　地域の誇れる個性・景観・くらしを支える機能を整えた魅力的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「まちのまとまり」つくり

◎一時預かりの実施

◎子育て支援センター事業

◎学童クラブ・児童館の充実・整備

◎子育ての経済的負担の軽減

◎高校生等公共交通通学
　　支援補助金

◎こどものこころの発達健診

◎発達支援教室

　　女性が就労するための支援策として、保育所・学童クラブ・児童館等子育てしやすい環境の
　整備を行います。

◎保育サービス等の充実　

◎子育てサロンの育成

◎◆こどものこころの発達支援　

◎女性の就業支援　

◎地域子育て支援拠点事業

◎障がい児の支援

◎ノーマライゼーションの推進

◎◆子育て・教育環境整備の促進　

◆空き家等を活用した「身近な図書室」
　「ふれあい処」、「スポーツプラザ」等の検討

◎計画的な学校施設整備

◎文化センター施設・設備の改修・改善
◎基幹公園、身近な公園の整備
◎通学路、遊歩道の整備
◆地域包括子育てシステムの構築
　　

内容・関連事業

内容・関連事業

内容・関連事業

内容・関連事業

　ノーマライゼーション の理念の下で、障がい者
（児）が地域で生活し、自立と社会参加ができる
よう、必要な保健・福祉や教育サービスなどを適
切に利用できるようにするとともに、企業や地域
と連携して就労や社会参加を促進します。

※凡例　　◎継続・事業中の取組◆今後必要な取組

《文化センター》
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８．基本方針と具体的な取組
基本方針３　地域の誇れる個性・景観・くらしを支える機能を整えた魅力的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な「まちのまとまり」つくり

（５）介護・医療を充実させる

　 高齢者が健康で生きがいのある日常生活が送れるよう、介護予防に係る各種サービスを提供す
ることにより自立生活の助長や在宅福祉の向上を図る。自立保持のための身体的・精神的・社会
的機能の維持向上を図るよう推進し、地域包括ケアシステムの充実を図ります。

◎高齢者の生きがいづくり、健康づくり

◎介護サービスの充実

◎高齢者の社会貢献・社会参加の促進　
◎ふれあいサロンの実施
◎高齢者の就労機会の創出　
　　　シルバー人材センターへの支援

◎健康No.1プロジェクトの推進

◎福祉タクシーの充実（公共交通弱者対策）（再掲）

◆身近な医療施設（分所等）の誘致

◎◆歩いて暮らせる環境づくりの促進

◎町道・県道の歩道整備

◆コミュニティバスの導入検討

◆JR上越線新駅設置の検討

◆４軸を活用したサイクリング
ロ―ドネットワーク構築の検討

◆案内サイン等の整備
◆都市機能が集積した、歩いて暮らせる街なか
にケア付き住宅を整備し高齢者が歩いて健康的
に暮らせる街なか居住空間の整備を推進する。

　立地適正化計画における都市機能誘導区域に、今後必要とする都市機能として、診療所など
身近な医療施設の誘致を図ります。

内容・関連事業

内容・関連事業

内容・関連事業

内容・関連事業

※凡例　　◎継続・事業中の取組◆今後必要な取組
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内容・関連事業　P.29を参照

No.1



８．基本方針と具体的な取組

基本方針３　地域の誇れる個性・景観・くらしを支える機能を整えた魅力的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「まちのまとまり」つくり

（６）地域力を高める

◎◆農業生産の振興、食・体験観光の推進

◎地域特産品生産体制構築事業

　◎「おっきりこみ」などの名物料理化　　◆体験観光の推進　観光農業・体験農業の振興

◎◆公園の整備と魅力化

◎（仮称）南下城山防災公園整備
　　前方後円墳、桃井城跡の文化財を保護しつ
　つ魅力ある公園整備を行っています。

◆八幡山グランドの拡張整備検討
　　都市公園としての位置づけを視野にいれな　　
　がら、今後具体的な検討を進めます。　　

◎◆幹線道路の整備の促進

◎南新井前橋線バイパス整備促進（駒寄スマートICアクセス）
◆前橋伊香保線吉岡バイパスの延伸

◎高崎渋川線バイパス3 期工区の早期完成と2期工区の早期4車線化

◎都市計画道路の見直しと漆原総社線等の整備検討

◎町道庚申塚５号線（渋川市との
　行政界に位置する道路）の整備
　　（渋川市との地域連携強化）

◎「吉岡ブランド」の立ち上げ

内容・関連事業

内容・関連事業

内容・関連事業

※凡例　　◎継続・事業中の取組◆今後必要な取組37

【（仮称）南下城山防災公園】
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◎前橋伊香保線現道拡幅



８．基本方針と具体的な取組

基本方針３　地域の誇れる個性・景観・くらしを支える機能を整えた魅力的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「まちのまとまり」つくり

（７）地域内の自助・共助を維持する（地域コミュニティの維持）

◎自治会・住民活動団体とのパートナーシップ強化

◎よしおか健康No.1プロジェクトの推進

◆ボランティアセンター整備の検討

◆まちづくり会社、NPO等、民間のまちづくりの担い手組
織設立、運営に対する支援
◆地域レベルでの取組の中心となる住民組織の立ち上
げや活動の支援を強化

◆空き家を活用した「地域ふれあい処」の検討

内容・関連事業

　「（仮称）総合ボランティアセンター」の設置を検討し、ボランティアコーディネーターを配置し、様
々な分野のボランティア団体、NPO、自治会などの交流・会議や印刷・資料保管、ホームページの
立ち上げ、体験ボランティア活動や個人ボランティアの受け入れ、ボランティア組織の育成などを
支援し、地域福祉活動の活性化を図ります。

◎◆花と緑のぐんまづくり２０１８in吉岡を契機とした「ともに創る」
　　　地域・住民活動の推進

※凡例　　◎継続・事業中の取組◆今後必要な取組38

　花壇への寄せ植えや管理、
イベント運営等を目的としたボ
ランティア募集を行い、フェス
ティバルへの住民参加を積極
的に促すとともに、今後のまち
づくりへの住民参画体制の再
構築を目指します。

内容・関連事業

内容・関連事業

《メイン会場付近》
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８．基本方針と具体的な取組
基本方針３　地域の誇れる個性・景観・くらしを支える機能を整えた魅力的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「まちのまとまり」つくり

　既存の文化団体と連携を図りながら、町内
の歴史ある史跡等を巡るコースを設定し、参
加者に町内の魅力を再発見してもらう。
　また、イベントへの協力者を中心に観光ボラ
ンティアとなる人材育成に繋げます。

（８）歴史・文化を保全・活用する

◎◆歴史・文化観光の推進、観光ボランティアの育成、連携

◎よしおか再発見ウォーク　　

◆県道前橋伊香保線　大久保宿～野田宿間の歴史シンボルロ―ドの検討

◆古民家・歴史的建築物のリニューアル事業（地域住民の活動拠点や郷土の映画撮影等に
活用）

内容・関連事業

※凡例　　◎継続・事業中の取組◆今後必要な取組

《大久保宿》 《野田宿》



８．基本方針と具体的な取組

基本方針４　都市間移動も都市内移動も高い利便性の確保

（１）移動手段の選択肢を増やす

◆コミュニティバス、デマンドバスの導入（再掲）

◆交通ターミナルの整備（再掲）

（２）高速交通網へのアクセス性を高める

（３）交通結節機能を強化する

◆JR上越線新駅設置に向けた検討（再掲）

◎◆幹線道路の整備の促進（再掲）

◎駒寄スマートIC大型車対応化事業

内容・関連事業   P. 29を参照

内容・関連事業

内容・関連事業　P.29を参照

内容・関連事業  P.30を参照

内容・関連事業　P. 37 を参照

　平成１８年に小型車（車長６ｍ未満ま
で）限定として供用開始して以来、全
国トップクラスの利用台数が継続し、
県央・北毛地域の玄関としての役割を
担ってきました。現在、更に利用増進、
周辺地域への観光・広域防災等の機
能強化を図るため、大型車（車長１２ｍ
未満）対応化事業を進めているところ
です。
　

※凡例　　◎継続・事業中の取組◆今後必要な取組40

◎福祉タクシーの充実（公共交通弱者対策）（再掲）

内容・関連事業　P.29を参照
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８．基本方針と具体的な取組
基本方針５　災害時でも安全・安心な都市の防災機能の強化

（１）安全・安心な地域を維持する

◆通学路や避難路、緊急輸送道路
　の電線共同溝の計画的な整備推進

◎防災行政無線事業（デジタル化）

　災害等緊急時において、町民に対して防
災行政無線（デジタル化）により情報を迅
速かつ的確に伝達提供すします。

◎通学路交通安全プログラム（※）により、歩道整備や危険箇所対策に取り組みます。

児童の放課後のパトロールを実施し、地域の安全を図る。

◎子ども安全協力の家の拡充

明治小・駒寄小校区の住民に「子ども安全協力の家」として登録をお願いし、児童・生徒の安全確保を図ります。

◎◆公共施設の長寿命化

（２）避難を容易にする

◎水道施設の老朽化した送配水管布設替等整備　
◎下水道　管渠の長寿命化
◎橋梁の長寿命化　点検、補修
◎舗装の長寿命化

◎◆避難体制の強化

　◎（仮称）南下城山防災公園の整備

◎地域の見守り機能強化

◎放課後児童見守りパトロール

◎◆通学路の安全対策

◆雨水排水施設管理基本計画の策定

◆住宅の耐震改修促進、空家等対策の促進

◆昭和５６年以前に建てられた住宅（未耐震化住宅）で、問題のある空き家について、除却する
　場合の支援を行います。
◆空き地の活用、集約化等による街なか防災広場の整備

◎◆吉岡町公共施設総合管理計画
　　　の促進（個別計画の策定）

内容・関連事業

内容・関連事業

内容・関連事業

内容・関連事業

内容・関連事業

内容・関連事業

※凡例　　◎継続・事業中の取組◆今後必要な取組

◆通学路付近にある問題のある空家等について、安全対策を講じるよう所有者に働きかけます。

◆近年の豪雨などによる災害予防、安全・安心対策に向けた基本計画を策定します。

※学校・警察・道路管理者など関係者で危険個所を点
検し、対策の検討協議をふまえ整備・更新しています。
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８．基本方針と具体的な取組

（１）企業や産業の誘致を図る

基本方針６　ぐんまの強みを活かした産業誘致や新エネルギーによる産業創
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出環境づくり

（２）地域の強み・魅力を活かす

◆関東エリア高速道路ネットワーク拠点を活かす

◆高速バス発着拠点の誘致

◆インバウンド（※）の積極的拡大
の検討

内容・関連事業

◎駒寄スマートIC周辺の複合業務拠点化の推進（再掲）

内容・関連事業　　P.34を参照

　 駒寄スマートICは、関東・北陸東部エリ
アのほぼ中央に位置し、現在事業中の
大型車対応化事業により、車長１２ｍ未
満の車両の通行が可能になると、当該エ
リアでの高速道路ネットワークの拠点化
が可能となります。
　近隣都県の空港（茨城、成田、新潟）や
港と、高速道路ネットワークとの連携強化
、PR強化などにより、インバウンドの積
極的誘致が可能になります。

※凡例　　◎継続・事業中の取組◆今後必要な取組

駒寄スマ
ートIC

※訪日外国人旅行
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８．基本方針と具体的な取組

基本方針７　家計にも環境にも優しい付加価値の高い効率的なまちづくり

◆空き家のリノベーションによるエリア価値向上の促進

（１）民間活力を活用する

◆居住誘導区域、都市機能誘導区域への民間開発誘導

内容・関連事業

◆まちづくり会社、NPO等、民間のまちづくりの担い手組織設立、運営に対する支援
◆地域レベルでの取組の中心となる住民組織の立ち上げや活動の支援を強化

  ◆立地適正化計画における居住誘導区域・都市機能誘導区域において、開発整備促進区等の地　
　　 区計画を検討し、民間開発の誘導を促進します。

※凡例　　◎継続・事業中の取組　◆今後必要な取組

（２）大気汚染や温室効果ガスを減らす

◆自転車にやさしいいまちづくりの推進、自転車ステーション（更衣、シャワー設備）、コミュニティサ
　イクル等の導入促進
◆超小型ＥＶ車等の普及による街なか移動等の低炭素化促進

◎公共交通の利用促進

・利用促進策の検討
・小学生向けバスの乗り方教室の開催

◎住宅用太陽光発電システム設置整備補助事業

◎◆ＥＶ充電器、EV自動車普及への支援

◎◆省資源・省エネルギーの取組の促進

◎◆再生可能エネルギーの導入促進・活用

◎◆吉岡自然エネルギーパークの維持管理と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会教育の推進

内容・関連事業

内容・関連事業

　地熱・水力・風力・太陽光の４種類の自然エネルギー
を利用した施設が集まるテーマパークで、テーマは「自
然環境との調和」となっています。



　■目的・効果：子育て及び生活環境を良くします！

　■目的・効果：働き手（生産年齢人口）の流出を防ぎます！

　本町が目指すべき望ましい町を実現するにあたっては、複数の関連する事業
を一つのプロジェクトとして実施することで、個別に着手するよりも大きな効果を
発現することが期待できます。
　そのため、具体的取組に掲載した事業から、機能系統図・重要な機能(P.25参
照)に基づいて、効果の発現が期待される複数の関連事業を一つのプロジェクト
とし、吉岡町アクションプログラムの実現を推進します。

重点プロジェクト 1

９．重点プロジェクト
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　■目的・効果：町民の心が豊かになるまちづくりを推進します！

重点プロジェクト ２

重点プロジェクト ３



　■目的・効果：　子育て及び生活環境を良くします！
重点プロジェクト 1

９．重点プロジェクト
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成 果 指 標 現 状 値 ( H 2 8 ) 目 標 値 ( H 3 4 )

公共施設等の長寿命化
計 画 策 定 数

１件 ５件　　　

人 口 密 度
（ 現 用 途 地 域 内 ）

３２人/ha ４０人/ha(H52※)

売 り 場 面 積 46,911㎡(H26) 52,000㎡

道 の 駅 利 用 者 数 延431,000人(26) 延440,000人

実 施

主 体

工 程 表

取 組
状 況3 0 年 3 １ 年 3 2 年 3 3 年 3 4 年

基 本
方 針

具 体 的 な 取 組 内 容

５ 公共施設等の長寿命化 町 継　続

１ 立地適正化計画の策定・実施 町
新　規
継　続

1 ・ ４
コミュニティバス、デマンドバスの

導 入
町 検 討

１ ・ ４ 交 通 タ ー ミ ナ ル の 整 備 町 検 討

２ 活 気 あ る タ ウ ン セ ン タ ー づ く り 町・県 継 続

３ ・ ６
駒寄スマートIC周辺の複合業務拠
点 化 の 推 進

町 継 続

４ 駒寄スマートＩＣ大型車対応化事業 町 継 続

３ ・ ４ 幹 線 道 路 の 整 備 促 進 町・県 継 続

３
道の駅「よしおか」温泉周辺地域の
有 効 活 用 の 推 進

町 継 続

３
道の駅「よしおか温泉」等情報発信
強 化 事 業

町 継 続

３
「 渋 川 ～ 伊 香 保 ～ 吉 岡 観 光

ト ラ イ ア ン グ ル の 形 成 町 継 続

３
ふれあい公園（文化センター東）周
辺 環 境 利 活 用 の 推 進

町 継 続

①   

②     

③    

④   
⑤    

⑥    

⑦   

⑧   

⑨   

⑩    

⑪
　 

⑫

※立地適正化
計画の目標年

 

１
　
　
２   

　 

２      

２       

２  

　
２
　
　 

３
　 

３
　
３
　
　
４
　
　
４
　
　
４

  

位
置
図
番
号

卮

手
段
番
号

卮

※工程表の色分けは、具体的取組(P.28～)と合致しています。



　■目的・効果：　働き手（生産年齢人口）の流出を防ぎます！

９．重点プロジェクト

重点プロジェクト ２

成 果 指 標 現 状 値 ( H 2 8 ) 目 標 値 ( H 3 4 )

用 途 面 積
91.2ha 130.0ha

遊 休 農 地 面 積
14.8ha(H26) 10.0ha

空 家 等
除 却 数

0人 1５戸

都 市 計 画 道 路 の
整 備 延 長

10,538m(H26) 10,838m

実 施

主 体

工 程 表

取 組
状 況3 0 年 3 １ 年 3 2 年 3 3 年 3 4 年

基本
方針

具 体 的 な 取 組 内 容

１ 立 地 適 正 化 計 画 の 策 定 ・ 実 施 町
新　規
継　続

２ 空 家 等 対 策 計 画 の 策 定 ・ 実 施 町
新　規
継　続

３
農 業生産の 振興、 食・体験 観 光

の 推 進
町 継　続

３・４ 幹 線 道 路 の 整 備 の 促 進 町・県 継　続

１・４
コミュニティバス、デマンドバスの

導 入
町 検 討

１ サ イ ク ル＆ ラ イ ド 駐車 場 の 整 備 町 検 討

３・６
駒寄スマートIC周辺の複合業務拠
点 化 の 推 進

町 継　続⑬  

⑭   

⑮  

⑯  
⑰   

⑱  

⑲
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位
置
図
番
号

卮

手
段
番
号

卮

 

１
　
１    

２      

２   

３  

　
４
　
４

  

※工程表の色分けは、具体的取組(P.28～)と合致しています。



９．重点プロジェクト

　■目的・効果：町民の心が豊かになるまちづくりを推進します！

重点プロジェクト ３

成 果 指 標 現 状 値 ( H 2 8 ) 目 標 値 ( H 3 4 )

よしおか健康No.1プロ
ジ ェ ク ト 参 加 数

18,411人(H28) 25,000人

自立高齢者の割合(※)
83.5%(H26) 85.0％

バス運行委託路線乗車
人 数

延94,833人(H26) 延100,000人

ふれあいサロン実施地
区 数

28地区(２６) 30地区

実 施

主 体

工 程 表

取 組
状 況3 0 年 3 １ 年 3 2 年 3 3 年 3 4 年

基本
方針

具 体 的 な 取 組 内 容

１ 地域公共交通網形成計画の策定 町 検　討

３ 歩いて暮らせる環境づくりの促進 町・県 継　続

３ 高 齢 者 の 生 き が い づ く り 町 継　続

３
花と緑のぐんまづくり2018in吉岡を
契機とした「ともに創る」地域・住民
活 動 の 推 進

町 継　続

３ ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 整 備 町 検　討

３
自治会・住民団体団体ともパート
ナ ー シ ッ プ 強 化

町 継　続

３ こ ど も の 心 の 発 達 支 援 町 継　続

３ 歴 史 ・ 文 化 観 光 の 推 進 ほ か 町 継　続

1・ ４ 交 通 タ ー ミ ナ ル の 整 備 町 検　討

1・ ４
コミュニティバス、ディマンドバスの

導 入
町 検　討

1・ ４ JR上越線新駅設置に向けた検討 町 検　討

⑳    

㉑     

㉒    
㉓   

㉔    

㉕    

㉖    

㉗   

㉘   

㉙    

㉚

47

※　介護予防教室・
筋力向上トレーニ
ングなど高齢者の
健康づくりプログラ
ム参加者数／ 65 
歳以上人口

位
置
図
番
号

卮

手
段
番
号

卮

 

１
　
　
１   

　 

１
　
　
１      

２       

３  

　
３
　
　 

３
　 

３
　 

４
　
　
５

  

※工程表の色分けは、具体的取組(P.28～)と合致しています。



　９．重点プロジェクト
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前橋伊香保線吉岡バイパス

南新井線バイパス

前橋伊香保線

都市計画道路　漆原総社線

高崎渋川線バイパス

渋川市吉岡町地域連携道路

道の駅
自然エネル
ギーパーク

船尾自然
公園

伊香保街
道沿線

野田宿

ブドウ園・
サツマイ農園

大久保宿

役場周辺

⑨
⑰

⑨
⑰

⑨
⑰

⑨
⑰

⑨
⑰

⑨
⑰

④
㉑

⑤
⑥

⑩
⑪

⑦
⑬

⑦
⑬

⑧

※④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑬⑰㉑㉒の位置は
下図のとおりです。その他は、町内全域
が対象です。

《重点プロジェクト　位置図》

前橋市

吉岡町

高崎市

榛東村

渋川市

㉒



吉岡町


